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本書の課題は、近年の日本企業の統治構造の変貌を可

能な限り体系的･実証的に解明する点にある。バブル崩壊

から10年以上を経て、日本企業システムにいかなる変化
が生じているのか。こうした変化は、戦後日本企業の本

質的変化と捉えることができるのか、それとも外部環境

に対する適応と考えるべきか。各経済制度に生じた変化

はどのような相互関連にあるのか。また、変貌しつつあ

る企業統治はパフォーマンスにいかなる影響をあたえて

いるのか。これらが本書の解明を試みる問題である。

本書は、Aoki and Dore eds, The Japanese Firms, Oxford
University の直接の後続でもある。1994年に出版された
同書が、日本企業システムに対する内外の高い評価を背

景として日本企業に固有の特性がいかなるメカニズムを

通じて競争力の向上に寄与したのかを解明したとすれば、

本書は、日本企業システムに対する劇的な評価の転換を

背景に、かつてプラスに評価された日本企業システムが

いったいなぜ長期停滞をもたらしたのか、この間、日本

企業に何が生じたのか、そして、日本企業はいまどこに

向かっているのか、という問いに解答を与える試みと言

えよう。

　本書のメッセージを大胆に要約すればこうなる。しば

しば「失われた 10年」といわれるこの時期は、日本企業
が様々な改革を試みた「実験の 10年」として記憶される
べきである。外部ガバナンス(投資家との関係)は大きく

変化し、資本市場がビジネスモデルを評価するシステム

に進化した。他方、企業の内部ガバナンス（取締役会･

報酬体系、雇用システム）の変化は相対的に小さく、内

部昇進者が実質的な権限をもつという基本的特徴は維持

されている。したがって、日本企業はハイブリッドな特

徴を持ち始めた。また、内部ガバナンスを見ると、委員

会設置会社に移行したり、外部取締役制度を導入するな

ど米国型に接近する改革を試みる企業と、執行役員制の

導入・監査役会の整備など従来型の組織の洗練を試みる

企業とに分化し、企業間の多様性が上昇した。しかも、

伝統的な日本企業の特性は企業パフォーマンスに負に作

用し、その方向はいずれであれ、改革を継続的に試みる

企業のパフォーマンスは相対的に高い。したがって、企

業統治改革における焦点は、資本市場からの圧力が弱

く、いぜんインサイダーコントロールの可能性が高い伝

統的な日本型企業である。

　本書は、独立行政法人経済産業研究所のコーポレ-ト

ガバナンス研究グル -プの共同研究の成果である。各章

は、内外の第一線の経済学、社会学、法学者によって執

筆され、全体として日本企業の統治構造の変容の全貌が

わかる構成となっている。日本企業の組織と行動に関心

をもつ研究者、さらに、日本企業の今後の新たな「かた

ち」に関心をもつ実務家の方々にも是非本書を手にとっ

てもらいたい。                         （宮島 英昭）


